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1 写像 f : R −→ Rを f(x) = x2 − 2x (x ∈ R)とする.
(1) A = [−3, 0]とするとき, f−1(f(A))を求めよ.
(2) B = [−2, 3]とするとき, f(f−1(B))を求めよ.

2 f1, . . . , fm ∈ C[X], 即ち f1, . . . , fmは一変数多項式とし, dを f1, . . . , fmの最大公約
式とする. このとき, a1, . . . , am ∈ C[X]が存在して a1f1 + · · ·+ amfm = dとなるこ
とを示せ. (ただし, 多項式環 C[X]が単項イデアル整域であることを証明なしで用
いてはならない.)

3 以下の (A)(B)のうち一方のみ解答せよ.

(A) gradf =

⎛
⎝2x + y + z

x + 2z
x + 2y

⎞
⎠をみたすR3上のC1級函数 f をすべて求めよ.

(B) a, bを a < bなる実数とし, f : [a, b] −→ Rを f 上微分可能な函数とする.
このとき, f の導函数 f ′が [a, b]上 (連続とは限らないが)Riemann積分可能ならば,∫ b

a

f ′(x)dx = f(b) − f(a)が成り立つことを示せ.


